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●征くシリーズ●取材・執筆／本誌編集部

５
億
ポ
ン
ド
の
巨
大
な
本
箱

Th
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o
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like co

n
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 th
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est 

m
en of p

ast centuries.

「
良
書
を
読
む
こ
と
は
、
過
去
の
優
れ
た
人
物

た
ち
と
会
話
を
か
わ
す
よ
う
な
も
の
だ
」

ル
ネ
・
デ
カ
ル
ト
（
フ
ラ
ン
ス
の
自
然
哲
学

者
・
数
学
者
、
１
５
９
６
～
１
６
５
０
年
）

　　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
と
英
国
を
鉄
路
で
結
ぶ
、

ユ
ー
ロ
ス
タ
ー
が
発
着
す
る
セ
ン
ト
・
パ
ン

ク
ラ
ス
駅
の
喧
騒
を
抜
け
、
５
分
ほ
ど
西
へ

歩
く
と
、
ど
っ
し
り
と
腰
を
お
ろ
し
た
巨
大

な
赤
レ
ン
ガ
造
り
の
建
物
に
行
き
あ
た
る
。

　

大
英
図
書
館
だ
。

　

美
麗
と
は
い
い
が
た
い
が
、
堅
牢
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
さ
そ
う
な
こ
の
建
造
物
は
、

１
９
８
２
年
に
チ
ャ
ー
ル
ズ
皇
太
子
（
当
時
）

列
席
の
も
と
、
竣
工
式
が
行
わ
れ
、
15
年
の

工
期
を
経
て
97
年
に
完
成
。
そ
の
年
の
11
月

か
ら
一
般
公
開
に
向
け
て
の
準
備
が
始
ま
り
、

翌
年
６
月
に
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
（
当
時
）
の

手
に
よ
り
正
式
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

海
軍
関
連
の
設
計
に
長
く
従
事
し
た
と
い

う
、
故
コ
リ
ン
・
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ン
・
ウ
ィ

ル
ソ
ン
卿
の
設
計
で
、
東
側
部
分
が
巨
大
客

船
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
。
内
部
に
も
、

インターネットの発達にともない、
「知的財産」という言葉が広く聞かれるようになった。

近年はそれを無断で使用されるのを
いかに防ぐかに重きが置かれがちだ。
これに反し、先人たちの遺した「知的財産」について、
どれだけ多くの人と共有するかを考え、
なおかつ、実際にそれに励んでいる場所がある。
セント・パンクラスで威容を誇る、大英図書館だ。
大英図書館を大英博物館から

「独立」させる法案が成立してから 51 年。
観光ポイントとしても意外に見どころの多い、
このスポットを今号ではご紹介することにしたい。

大 英 図 書 館 の 中 央 に 設 え ら
れ た、 キ ン グ ズ・ ラ イ ブ ラ
リ ー（King's Library）。 本 好
きだったジョージ３世（1738
～ 1820）が、世界各地で集め
させた書籍などの一大コレク
シ ョ ン で、 約 ８ 万 5,000 冊 か
ら成る。同王の息子、ジョー
ジ４世は放蕩者として知られ、
父王のコレクションには全く
関心を示さず、あっさりと国
家に寄付。そのおかげで大英
図 書 館 は こ の 優 れ た コ レ ク
ションを労なくして有するに
至った。写真の手前に見える
胸像はジョージ３世のもの。

大英図書館を征く
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■英国の大手不動産開発業者「ブリティッシュ・ランド・
カンパニー」の社長を務めた、ジョン・リトブラット氏
が寄付した 100 万ポンドにより整えられたこのギャラ

ら
れ
た
大
胆
な
吹
き
抜
け
が
広
々
と
し
た
イ

メ
ー
ジ
を
与
え
、
広
大
な
面
積
に
恵
ま
れ
て

い
る
お
か
げ
で
実
現
で
き
る
、
ぜ
い
た
く
な

造
り
と
な
っ
て
い
る
。

　

耐
久
性
は
少
な
く
と
も
２
０
０
年
。
本
の

貯
蔵
ス
ペ
ー
ス
は
、
常
に
摂
氏
16
〜
19
度
、

湿
度
45
〜
55
％
に
保
た
れ
、
地
上
は
９
階
建

て
、
地
下
５
階
建
て
。
し
か
し
、
こ
の
地
下

部
分
は
特
別
仕
様
で
５
階
建
て
と
い
っ
て
も
、

通
常
の
建
物
の
８
階
分
に
相
当
す
る
高
さ
が

あ
る
た
め
、
合
計
17
階
建
て
と
考
え
て
も
良

い
と
い
う
。

　

11
あ
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ル
ー
ム
（
閲

覧
室
）
に
は
１
２
０
０
人
分
の
席
が
用
意

さ
れ
、
本
棚
の
長
さ
は
の
べ
３
２
２
キ
ロ
。

１
３
５
０
万
冊
の
書
籍
が
既
に
収
納
さ
れ
て

い
る
が
、
毎
年
50
万
点
の
刊
行
物
が
新
た
に

加
わ
り
、
こ
れ
だ
け
で
も
長
さ
３
・
７
キ
ロ
分

の
本
棚
が
埋
ま
っ
て
い
く
計
算
に
な
る
と
さ

れ
て
い
る
。
面
積
は
東
京
ド
ー
ム
２
・
４
個
分

に
あ
た
る
、
約
11
万
５
０
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
、
こ
こ
で
ス
タ
ッ
フ
１
０
０
０
人
が
業
務

に
あ
た
る
。

　

大
英
図
書
館
の
英
語
名
は
「British 

Library

」
で
、「
大
」
と
い
う
意
味
を
持
つ

単
語
は
含
ま
れ
な
い
が
、「
大
英
」
と
呼
ぶ
に

ふ
さ
わ
し
い
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

船
内
を
連
想
さ
せ
る
丸
窓
や
、
ら
せ
ん
階
段

な
ど
が
各
所
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
の
が

特
徴
だ
。
さ
ら
に
、
入
り
口
エ
リ
ア
に
設
け

大
ガ
ラ
ク
タ
屋
の
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

日
本
語
で
「
大
英
図
書
館
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
経
緯
と
し
て
は
、
そ
の
起
源

が
大
英
博
物
館
の
図
書
部
門
で
あ
っ
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
も
と
も
と
、「
大
英
」
博
物

館
も
、
正
し
く
は
単
に
「British M
useum

」

だ
が
、
こ
こ
も
や
は
り
「
大
英
」
と
呼
び
た

く
な
る
規
模
だ
。

　

１
７
５
３
年
に
他
界
し
た
医
師
、
ハ
ン

ス
・
ス
ロ
ー
ン
卿
（Sir H
ans Sloane

）
が
、

４
万
冊
余
り
の
図
書
を
含
む
約
８
万
点
に
及

ぶ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
２
万
ポ
ン
ド
（
現
在
の

約
１
７
０
万
ポ
ン
ド
に
相
当
）
で
国
に
譲
っ

た
こ
と
か
ら
全
て
は
始
ま
っ
た
。
ス
ロ
ー
ン

卿
は
「
大
ガ
ラ
ク
タ
屋
の
親
父
」
と
陰
口
を

た
た
か
れ
る
ほ
ど
、
手
当
た
り
次
第
に
様
々

な
も
の
を
し
ゅ
う
集
し
た
人
物
。
そ
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
は
実
際
に
は
５
万
ポ
ン
ド
、
あ
る

い
は
８
万
ポ
ン
ド
の
価
値
が
あ
っ
た
と
も
い

わ
れ
る
が
、
ス
ロ
ー
ン
卿
は
、
自
ら
の
死
後
、

自
分
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
一
般
の
人
々
に
公

開
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
英
国
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
継
承

戦
争
な
ど
を
含
む
第
二
次
百
年
戦
争
を
戦
っ

て
い
る
最
中
で
、
そ
の
よ
う
な
資
金
が
あ
ろ

う
は
ず
も
な
か
っ
た
。
紆
余
曲
折
を
経
た
後
、

財
源
を
宝
く
じ
の
発
行
に
よ
り
確
保
す
る
こ

と
で
落
ち
着
き
、
１
７
５
９
年
に
よ
う
や
く

大
英
博
物
館
は
そ
の
扉
を
人
々
に
開
く
に

至
っ
た
。

　

当
時
の
国
王
、
ジ
ョ
ー
ジ
２
世
も
議
会
も
、

ス
ロ
ー
ン
卿
の
遺
言
に
対
し
て
冷
た
い
態
度

を
と
っ
た
が
、
現
在
の
大
英
博
物
館
は
人
気

の
見
学
ス
ポ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
と
し
て
英
国
の

観
光
産
業
に
も
多
大
な
る
貢
献
を
果
た
し
て

い
る
。
ス
ロ
ー
ン
卿
の
「
ガ
ラ
ク
タ
」
し
ゅ

う
集
癖
に
大
い
に
感
謝
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
大
英
図
書
館
に
話
を
も
ど
そ
う
。

　

意
外
な
こ
と
だ
が
、
大
英
図
書
館
の
歴
史

は
浅
い
。
長
ら
く
、
大
英
博
物
館
の
図
書

部
門
と
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
、『
独
立
』
へ

の
動
き
が
本
格
化
し
た
の
は
、
こ
こ
50
年

の
こ
と
。『
大
英
図
書
館
法
（the British 

Library Act

）』
が
議
会
で
可
決
さ
れ
た
の

は
、
１
９
７
２
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

　

大
英
博
物
館
全
体
が
そ
う
で
あ
る
よ
う

に
、
図
書
部
門
も
、
常
に
ス
ペ
ー
ス
と
の
戦

い
を
強
い
ら
れ
て
き
た
。
１
７
５
９
年
以
降
、

数
々
の
分
室
的
図
書
館
が
作
ら
れ
、
大
英
博

物
館
と
同
じ
敷
地
内
で
は
到
底
お
さ
め
き
れ

な
い
図
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
分
散
さ
せ
る
こ

と
で
、
な
ん
と
か
対
応
し
て
き
た
と
い
う
経

緯
が
あ
る
。
１
８
５
５
年
に
誕
生
し
た
、
特

許
庁
付
き
図
書
館
、
１
９
１
６
年
創
設
の
学

生
用
中
央
図
書
館
、
１
９
６
１
年
設
立
の
国

立
科
学
技
術
図
書
館
な
ど
が
、
ス
ペ
ー
ス
不

足
を
補
っ
た
。

　

こ
う
し
て
分
散
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
、

１
ヵ
所
に
集
め
直
す
大
仕
事
を
、
公
式
に
進

め
る
こ
と
を
宣
言
し
た
の
が
『
大
英
図
書
館

法
』
と
い
え
る
。
同
法
が
成
立
し
て
か
ら
、

１
９
９
８
年
に
大
英
図
書
館
が
オ
ー
プ
ン
す

る
ま
で
の
四
半
世
紀
余
り
で
、
そ
れ
ま
で
と

は
真
逆
の
作
業
が
行
わ
れ
た
の
だ
っ
た
。

■リーディング・ルーム（Reading Room）＝閲覧室＝を利用
するには、リーダー・パス（Reader Pass）の申請が必要。原
則として国籍や身分の区別なく発行されるこのパスさえあれ
ば、大英図書館の莫大な知的財産に広くアクセスすることが可
能になる！

■大英図書館内で直接申し込むことも可能だが、例えば、国外、
あるいはロンドン以外の在住者でロンドンでの滞在期間は限
られているというような場合、閲覧したい書籍を「予約」して
おくことができる。オンラインで「事前登録（pre-registration）」
を済ませれば、この「予約」ができ、実際に大英図書館に赴い
た際、リーダー・パスを申請すると同時に「予約」しておいた
書籍を閲覧することができるという便利なシステムだ。

■登録には、署名と本人であることを確認するための写真付き
身分証明（パスポートなど）と、現住所を確認するための書類

（光熱費請求書など）が必須。あとは学生証や名刺など、なぜ
リーディング・ルームを利用したいのかを説明するものが必
要。詳しくは、ウェブサイトでご確認のこと。

■目的の書籍は、セント・パンクラス本館にあるとは限らない。
手元に届けられるまでにかかる時間の目安は、本館内にある場
合は 70 分、分館にある場合は 48 時間。

■リーディング・ルーム内に持ち込める筆記用具は鉛筆（また
はシャープペンシル）のみ。水、ガムなど一切の飲食物も厳禁。
サイフ、スマホ（消音にすること）、ラップトップは持ち込み可。
こうした貴重品以外の持ち物はロウアー・グランドフロアのク
ロークルーム（無料）
に預ける。リップク
リームすら持ち込み
不可。なお、貴重品
を入れるために用意
されている大型の透
明な袋（大英図書館
ロゴ入り）は丈夫、
かつ無料！

大英図書館全景。メインの部分は、大型船舶を思わせる形になっている。その右側に見えるのが、
セント・パンクラス駅の華麗な姿。

大英博物館の生みの親、ハンス・ス
ロ ー ン 卿（Sir Hans Sloane 1660 ～
1753）。

リーでは、大英図書館が所有する「宝」の数々が展示さ
れている。

■国宝級、いや、世界宝級のものもふんだんにあり、大英
帝国時代からの富（略奪に近い形で英国に持ち込まれた
ものもありそうだが）で得た至宝が勢ぞろいした様は圧巻。
かなり暗く保たれているので、それぞれの展示
の説明を読むのは骨が折れるかもしれない。

■また、この部屋では、大きな声で話さないこ
と。小さなお子さんは退屈してしまう可能性が
高くお薦めできないが、日本からのお客様をお
連れすると、感動されること請け合い！

■インドやイスラム世界の聖典から始まり、装
丁の美しい古書、古い巻物、活版印刷技術を発明したグー
テンベルクの聖書、「マグナ・カルタ」、大英博物館発足
のきっかけを作ったハンス・スローン卿の標本コレクショ

ン、歴史的価値の高い書類、チョーサーのカンタベリー
物語やシェイクスピアの本、コナン・ドイル、オスカー・
ワイルド、ジェーン・オースティンのオリジナル原稿、ヘ
ンデルやモーツァルト、ベートーヴェンらの手書きの楽譜、
ビートルズの手書きの歌詞カード（撮影不可）などまで、
コレクションは多岐にわたる。

◀「 マ グ ナ・ カ ル タ 」 は ラ テ ン
語。 英 語 で 言 い 換 え る と「Great 
Charter」 ＝「 大 憲 章 」 の こ と。
1215 年 6 月 15 日に制定された。オ
リジナルとされるのは４部で、その
うちのひとつが大英図書館にある。

▶︎ 12 世 紀 後 半 ～
13 世紀（鎌倉時代）
の も の と さ れ る、
日本の経典。

観光客
にも

  大人気！ 大英図書館の至宝を集めた

ジョン・リトブラット卿ギャラリー

リーディング・ルームで

人類の知的財産に
触れてみる!
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熱
血
図
書
館
司
書
、
登
場

　

大
英
図
書
館
が
で
き
る
ま
で
の
流
れ
を

ざ
っ
と
振
り
返
っ
て
み
た
訳
だ
が
、
ひ
と
り
、

こ
こ
で
ど
う
し
て
も
触

れ
て
お
き
た
い
人
物
が

い
る
。

　

そ
の
名
を
ア
ン
ト

ニ
ー
・
パ
ニ
ッ
ツ
ィ
と

い
う
＝
下
の
肖
像
画
。

　

も
と
は
英
国
人
で
は

な
い
。
本
名
は
ア
ン
ト

ニ
オ
・
ジ
ェ
ネ
ズ
ィ
オ
・
マ
リ
ア
・
パ
ニ
ッ

ツ

ィ
（Antonio Genesio M

aria Panizzi 

１
７
９
７
〜
１
８
７
９
）
で
、
イ
タ
リ
ア
の

出
身
。
モ
デ
ナ
公
国
の
ブ
レ
ス
チ
ェ
ッ
ロ
と

い
う
町
に
生
ま
れ
た
。
パ
ル
マ
大
学
で
法
を

学
び
、
学
位
を
取
得
し
て
１
８
１
８
年
に
卒

業
。
そ
の
頃
の
イ
タ
リ
ア
は
ま
だ
統
一
さ
れ

て
お
ら
ず
（
イ
タ
リ
ア
王
国
が
統
合
さ
れ
る

の
は
１
８
６
１
年
）、
各
地
で
地
元
諸
侯
と
、

統
一
を
目
指
す
革
新
派
に
よ
る
争
い
が

繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
。

　

パ
ニ
ッ
ツ
ィ
も
血
気
盛
ん
な
若
者

だ
っ
た
よ
う
で
、
統
一
を
夢
見
る
革
新

派
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
に
従
事
し

た
が
、
警
察
の
手
が
迫
り
つ
つ
あ
る
と

密
か
に
知
ら
さ
れ
、
あ
わ
て
て
ス
イ
ス

に
逃
亡
。
同
国
で
、
革
新
派
に
対
す
る

モ
デ
ナ
公
国
の
弾
圧
を
公
然
と
非
難
す

る
本
を
著
し
て
出
版
し
た
。
こ
の
著
作

の
発
表
に
よ
り
、
パ
ニ
ッ
ツ
ィ
は
不
在

裁
判
で
死
刑
を
宣
告
さ
れ
て
し
ま
う
。

　

１
８
２
３
年
５
月
、
25
歳
の
パ
ニ
ッ

ツ
ィ
は
英
国
へ
の
亡
命
を
選
ん
だ
。

　

当
初
は
英
語

が
話
せ
ず
、
イ

タ
リ
ア
語
や
イ

タ
リ
ア
の
歴
史

を
教
え
る
な
ど

し
て
生
活
の
糧

を
何
と
か
得
て

い
た
が
、
31

年
、
つ
て
を

頼
っ
て
、
大
英

博
物
館
の
図
書

館
部
門
に
職
を

得
た
。
も
と
も
と
、
図
書
館
司
書
と
し
て
の

仕
事
に
興
味
が
あ
っ
た
の
か
な
か
っ
た
の
か

は
不
明
な
が
ら
、
パ
ニ
ッ
ツ
ィ
は
図
書
館
業

務
に
深
く
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

32
年
に
は
英
国
籍
を
獲
得
。
故
郷
に
は
も

う
戻
れ
な
い
と
い
う
そ
の
悲
し
み
や
怒
り
、

不
満
と
い
っ
た
感

情
を
、
図
書
館
業

務
へ
の
情
熱
に
昇

華
さ
せ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

順
調
に
『
出
世
』

を
果
た
し
、
56
年

に
は
つ
い
に
図
書

部
門
の
ト
ッ
プ
の
座
に
就
く
。
こ
の
『
出
世
』

を
彼
に
も
た
ら
し
た
の
は
、
大
英
博
物
館
図

書
部
門
の
蔵
書
目
録
の
再
編
成
作
業
だ
っ
た
。

そ
れ
ま
で
の
蔵
書
目
録
は
、
蔵
書
名
を
だ
ら

だ
ら
と
書
き
連
ね
た
リ
ス
ト
に
し
か
過
ぎ
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

パ
ニ
ッ
ツ
ィ
は
各
蔵
書
に
つ
い
て
、
著

者
名
、
出
版
社
名
、
出
版
年
な
ど
の
情
報

を
、
形
式
を
定
め
て
記
録
。
こ
れ
を
用
い

て
、
図
書
部
門
の
利
用
者
が
、
自
分
の
探
す

蔵
書
を
検
索
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
。
彼

は
自
分
の
考
案
し
た
目
録
作
成
法
を
『
91
ヵ

条
の
目
録
規
則
（N

inety-O
ne Cataloguing 

Rules

）』
に
ま
と
め
た
。

　

大
英
博
物
館
図
書
部
門
で
は
、
前
世
紀
半

ば
ま
で
、
こ
れ
に
の
っ
と
っ
て
目
録
が
作
成

さ
れ
た
ほ
か
、
パ
ニ
ッ
ツ
ィ
の
『
91
ヵ
条

の
目
録
規
則
』
は
、
世
界
各
国
で
図
書
館
の

目
録
作
成
の
基
礎
と
し
て
用
い
ら
れ
、
彼
は

「
近
代
目
録
法
の
祖
」
と
呼
ば
れ
た
。

　

57
年
に
は
、
現
在
、
グ
レ
ー
ト
コ
ー
ト

と
呼
ば
れ
て
い
る
施
設
の
一
部
と
し
て
、
旧

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ル
ー
ム
（
閲
覧
室
）
が
大

英
博
物
館
の
敷
地
内
に
建
て
ら
れ
た
が
、
こ

れ
に
関
わ
っ
た
の
も
パ
ニ
ッ
ツ
ィ
で
あ
る
。

　

一
方
、
42
年
の
『
著
作
権
法
（Copyright 

Act

）』
に
関
し
て
は
、
そ
の
成
立
に
尽
力
。

こ
の
『
著
作
権
法
』
に
も
と
づ
き
、
大
英
博

物
館
図
書
部
門
は
、「
中
央
図
書
館
」
と
し
て

の
性
格
を
与
え
ら
れ
、
刊
行
物
は
出
版
さ
れ

る
た
び
に
１
冊
、
寄
付
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
従
順
な
発
行
人
や
出

版
社
ば
か
り
で
は
な
く
、
最
初
は
寄
付
を
渋

る
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
パ
ニ
ッ
ツ
ィ
は

屈
強
な
男
た
ち
を
雇
い
、
出
版
社
や
発
行
人

の
も
と
に
赴
か
せ
、
刊
行
物
を
集
め
さ
せ
た

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ
て
い
る
。

　

69
年
に
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
か
ら
ナ

イ
ト
の
爵
位
を
賜
っ
た
パ
ニ
ッ
ツ
ィ
は
、
79

年
、
ロ
ン
ド
ン
で
逝
去
。
ケ
ン
ザ
ル
・
グ

リ
ー
ン
の
カ
ト
リ
ッ
ク
墓
地
に
眠
っ
て
い
る

知
的
財
産
の
価
値

　

著
作
権
と
い
う
概
念
を
、
世
界
に
先
駆
け

て
認
識
さ
せ
よ
う
と
し
た
パ
ニ
ッ
ツ
ィ
だ
が
、

次
の
よ
う
な
こ
と
も
考
え
て
い
た
と
さ
れ
て

い
る
。

　
「
す
べ
て
の
著
作
に
つ
い
て
は
、
貧
し
い
学

生
も
、
裕
福
な
家
庭
の
出
身
者
と
同
等
の
権

利
を
も
っ
て
、
手
に
取
る
こ
と
の
で
き
る
自

由
を
保
障
す
る
べ
き
で
あ
る
」

　

万
人
が
自
由
に
本
を
読
め
る
環
境
―
そ
れ

は
、
時
と
し
て
著
作
権
の
概
念
と
相
反
し
て

し
ま
う
。
本
を
、
そ
の
著
者
の
「
知
的
財
産
」

と
認
め
、
そ
れ
を
読
ん
だ
り
、
リ
サ
ー
チ
に

使
っ
た
り
す
る
な
ど
利
用
す
る
際
に
は
、
著

者
に
使
用
料
を
支
払
お
う
と
い
う
の
が
著
作

権
の
考
え
方
だ
。

　

し
か
し
、
良
書
に
触
れ
る
喜
び
を
、
常
時

「
有
料
化
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の

は
残
念
な
こ
と
。
特
に
、
大
英
図
書
館
が
蔵

す
る
、
多
く
の
希
少
本
や
絶
版
と
な
っ
た
本

な
ど
は
、「
宝
物
」
と
し
て
仕
舞
い
込
ん
で
し

ま
っ
て
良
い
も
の
か
。

　

大
英
図
書
館
は
、
そ
う
は
考
え
て
い
な
い

よ
う
だ
。
例
え
ば
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ル
ー
ム

で
は
、
身
分
証
明
書
と
住
所
を
証
明
す
る
も

の
が
あ
れ
ば
、
世
界
中
ど
こ
か
ら
の
訪
問
者

で
あ
っ
て
も
、
か
つ
、
閲
覧
の
ル
ー
ル
を
守

れ
ば
、
世
界
に
１
冊
し
か
な
い
本
で
あ
ろ
う

と
実
際
に
そ
の
目
で
見
る
こ
と
が
許
さ
れ
て

い
る
。
国
籍
な
ど
に
関
係
な
く
、
無
料
で
閲

覧
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

英
国
在
住
者
が
支
払
っ
た
税
金
な
ど
の
お

か
げ
で
、
こ
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
は
成
り
立
っ

て
い
る
わ
け
で
、
非
納
税
者
に
は
、
閲
覧
料

を
科
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気

も
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
貴
重
な
書
籍
を

鍵
の
か
か
っ
た
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
入
れ
る
の

で
は
な
く
、
積
極
的
に
万
人
に
、
し
か
も
原

則
と
し
て
無
料
で
公
開
し
よ
う
と
す
る
点
に
、

か
つ
て
大
英
帝
国
と
し
て
君
臨
し
た
国
な
ら

で
は
の
寛
容
さ
を
み
る
思
い
が
す
る
。

　

貴
重
な
知
的
財
産
こ
そ
万
人
で
共
有
す
べ

き
と
い
う
理
想
を
、
現
実
世
界
で
不
都
合
を

生
じ
さ
せ
な
い
範
囲
で
実
現
さ
せ
る
べ
く
努

め
続
け
る
の
が
、
大
英
図
書
館
に
課
さ
れ
た

永
遠
の
使
命
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

大英博物館内の旧リーディング・ルームは、現
在グレートコートと呼ばれているエリアに建
つ。パニッツィはこの旧リーディング・ルーム
のデザインにも関わった。カール・マルクスな
どの著名人がここで研究と著述に没頭した。

大英図書館のゲートからピアッツァを眺めたところ。左
手に見える巨大な像は、『Newton』（エデュアルド・パオ
ロッツィ Eduardo Paolozzi、1995 年作）。

一
般
人
は
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
大
英
図
書
館
の
書
庫
。

人
類
の
英
知
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
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